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今回の主な内容

●６月定例会 …………………1～2 P

●町 政 転 流 ………………………3 P

●一 般 質 問 …………………4～7 P

●その他……………………………8 P

平成1 9年第２回定例会（６月定例会）が

６月1 4日から2 2日までの９日間の日程で開

かれました。

一般質問は、８名が登壇し、年金問題、

環境問題、学校統合問題など1 3の大項目に

ついて質問をいたしました。

議案については、報告２件、一般会計、特

別会計の補正予算、都合５件と条例の制定、

一部改正など５議案、過疎計画等の事業変

更ほか２件、工事請負契約の変更を含む契

約の締結３件、の全1 5件を慎重に審議し、

全件原案通り可決しました。また、継続審議

中の請願、陳情各１件については、引き続き

継続審査とすることとし閉会いたしました。

一一般般会会計計補補正正予予算算 ((歳歳入入歳歳出出そそれれぞぞれれ)) 55,,332277万万99千千円円をを追追加加しし

総総額額 115577億億99,,442277万万99千千円円ととすするる。

６月定例会
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繰越明許費・補正予算（第１号）
繰 越 額（千円）

総 務 費 1 2 4 , 5 0 9

民 生 費 3 , 9 4 8

農林水産業費 3 1 8 , 0 3 9

土 木 費 5 9 , 7 5 9

消 防 費 3 , 6 5 9

計 5 0 9 , 9 1 4

下 水 道 5 6 , 0 6 2

農業集落排水 2 4 , 6 1 5

（下水道は、安下庄地区、農業集落排水は、秋・沖浦東地区）

増 減（千円） 総 額（千円）

一 般 会 計 5 3 , 2 7 9 1 5 , 7 9 4 , 2 7 9

国民健康保険 2 3 , 5 2 0 3 , 6 0 2 , 6 9 3

老 人 保 健 1 0 9 , 0 2 7 4 , 8 5 9 , 0 7 0

下 水 道 9 5 0 5 3 5 , 4 5 7

農業集落排水 2 , 0 0 0 4 4 3 , 6 4 2

平成1 8年度

繰越明許費

平成1 9年度

補 正 予 算

一

般

会

計　

特　
別　
会　
計　

特
別
会
計
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隣接市（柳井市）との比較をすると、下表の通りである。

面積はほぼ同じであるが、予算に対する議会費の割合は低く、議員一人あたりの報酬も、柳井市の２／３程

度。本町では、議員１人あたりの人口、厳しい町財政、そして2 0 1 1年には、人口が２万人を下回ると予想さ

れることから、議員定数の削減を議長に答申した。

※地方自治法では、議員の定数は、人口５万人未満の市及び２万人以上の町村では2 6人、人口１万人以上２万

人未満の町村では2 2人と定められている。

議会運営委員会が議員定数を検討

定数削減を議長に答申！！

周防大島町議会は、「米海軍厚木基地機能の岩国移転に反対する決議」を平成1 7年６月に議決している。

また、この移転問題は本町にとって大きな問題であることから、特別委員会を設置し、調査研究をしている。

これまで、６回開催された概要は以下の通りである。

６月2 2日、第７回の特別委員会が開催され、説明を受けた。

その中で、蒲野中学校へ騒音測定器が設置され、３月2 6日より騒音記録をとっている。

詳しくは、広島防衛施設局のホームページに、全1 1地

点の測定データがあるので、ご覧いただきたいが、7 0

（単位は、W E C P N L）を越えたことが何回かあった。

今後は、浮島地区への騒音測定器の早期設置の実現と、

岩国基地視察を検討することとした。

蒲野中学校に騒音測定器設置！！

第７回岩国基地関連対策特別委員会開催

柳　井　市 1 5 2億 1 . 3 1 3 8万 3 2 5 , 0 0 0 3 5 , 9 2 7 1 3 9 . 8 7 2 3／2 6

周防大島町 1 5 7億 0 . 9 1 , 3 80 2 0 6 , 0 0 0 2 1 , 3 9 2 1 3 8 . 1 1 2 6／2 6

予算（H 1 9）

(円)

議会費の

割合(％)

政務調査費

(円)

議員報酬

月額(円)
人 口 (人) 面 積 ( k m2)

条例定数

／法定数

開催月日 会 議 等 名 出 席 者 等 備　　　　　考

1 7 . 1 2 . 2 0 特別委員会の設置 委員 役員選出

1 8.１ . 1 1 第２回特別委員会 委員・議長 今後の方針について

1 8.２ . 2 0 第３回特別委員会 委員・議長 厚木基地からの移駐計画にかかる意見交換会

1 8.３ . 2 7 第４回特別委員会 委員・議長・町長他 町長の国への要望に関しての考え方について

1 8.７ . 2 0 第５回特別委員会 委員・議長・町長他 町長の国への要望に関しての考え方について

1 8 . 1 2 . 1 1 第６回特別委員会 委員・議長・町長他 第５回委員会後の岩国基地再編について
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平成1 7年１月、漁協組合長ほか同

僚議員を含め関係者とともに、志佐沖

防波堤の早期建設の要望を町に提出

し、同年６月定例会一般質問で、この

対応について質問をした際、町長は他

地区の漁港関係事業の進捗を見なが

ら、平成2 0～2 1年の２カ年での整備

を目途に国県へ要望して行きたい、と

の回答であった。

この回答の2 0年を来年に控え、その

後の国県との進展状況をお聞かせ

願いたい。

志佐漁港防波堤の整備につ

いては、平成2 0年～2 1年度ま

での２カ年で整備との方針で、

県に資料提出をし協議を重ねた

結果、この６月８日の閣議において、

漁港漁場整備長期計画に盛り込まれ

た。今後は、補助事業の採択に係る諸

手続きなど事業実施に向けて、準備を

進めていく。

仮に、本工事が２年の工期で出来ない

場合、予算がないので中途半端で終わる

というようなことも危惧されるが、こう

したことがないよう、採択される前にし

っかりと町長から県に対し念を押して欲

しい。地元の漁民の方々が、安心して、

そして安全に仕事に従事できることを、

一日も早く確実に出来ることを願うもの

である。

早期着手、早

期完成に向け最

善を尽くしたい。

答

問

答

問

神 岡 光 人 議 員

ど
う
な
っ
た
、

志
佐
漁
港
沖
の
防
波
堤
新
設
！　！　

本町では、児童クラブを８カ所開設

しているが、児童クラブによっては、

３期休業中以外の平日には、午後１時

から午後５時3 0分まで、３期休業中は、

午前８時から午後５時3 0分まで学童保

育を行っているクラブもある。

児童館の開館時間を、３期休業中以

外の平日を午後２時から午後５時3 0分

までに、３期休業中の平日を午前８時か

ら午後５時3 0分までに検討の上、一刻

も早く実施出来ないものかを問う。

（町長）時間延長に対し、検

討会、アンケート調査を行なっ

ているが、児童クラブ事業が、

平成1 9年度より「放課後子ど

もプラン」の事業として位置づ

けられた。改正を踏まえて、児童館の

児童厚生員の勤務分担、受入れ体制の

整備の検討、個人負担の増額、応分の

利用料、居残り保育の利用料、昼食の

方法など、引き続き検討し、「放課後

子どもプラン」の一環である、放課後

子ども教育推進事業への移行について

も視野に入れ、町教育委員会とも十分

協議し検討していく。

「放課後子どもプラン」の事

業も十分視野に入れ、明日を担う大島

っ子のため

にも、十分

検討され、

一刻も早く

実施を強く

要望する。

要 望

答

問

平 川 敏 郎 議 員

児
童
館
の
時
間
延
長
の

実
施
に
向
け
て
！　！　

久賀児童館

志佐漁港
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東和地区のかなりの自治会で、梅雨

入り前に、河川清掃を実施している。

草の捨て場所はあるが、土砂について

は引受場所が見つからず、苦慮してい

るのが現状である。総合支所に問い合

わせたところ、「予算も少ない事から

各自治会で何とか処分して欲しい。」

との事であった。合併前の旧町ではど

のような対応をしていたのか。自治会

で多少の費用を負担するが、町で投棄

場所を確保してもらえないか。

（町長）合併前の旧町では、

土砂を土のう袋に詰めて処分場

へ搬入する方法や、土のう袋へ

詰めて仮置き場で乾燥させ、処

分場へ運ぶ方法が見受けられた。

投棄場所については今後も土砂を土の

う袋に入れ、仮置き場で乾燥させ、処

分場へ搬入する方法をとっていきたい

と考える。尚、処分場へ搬入した土砂

については、埋め立てゴミの覆土とし

て利用するが、搬入運搬については、

処分場の管理の問題（鍵、搬入場所等）

があるため、各総合支所で対応してい

く。

答

問

田 村 三 郎 議 員

河
川
清
掃
に
お
け
る

土
砂
の
処
分
場
は
？

梅雨をむかえ、河川の氾濫による家

屋、農地への被害が心配される。早急

に住民の要望のある場所の点検、整備、

補修を対応すべきでは。

（町長）河川の改修、補修等につい

ては、予算の範囲内で、安全性、危険

性を考慮し、実施していきたい。

水路は地元管理が基本で、原材料費

支給や小規模事業にての補修を関係者

にお願いしている。地元関係者で対応

が困難な場所は補助事業での採択

を考えている。

例えば、農業用かんがい排水

路として整備する場合には、農

地の保全を目的とすることか

ら、事業採択は、地元の合意形

成が得られ、耕作放棄園がないことが

重要である。

又、各事業により採択要件が異なっ

ているが、かんがい排水事業の採択要

件として最小受益面積は１ヘクタール

以上が必要となる。

関係者より提出される要望書等にて

現地を確認し、事業採択要件を満足す

る地区につ

いては、国・

県に事業要

望を行い、

年次計画に

より事業を

進めて行き

たい。

答

問

冨 田 安 英 議 員

オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド　（
旧
農
道
）　
の
整
備
に
伴
う

中
小
河
川
の
補
修
を

！　！　

土砂の仮置き場

改修が待たれる水路
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合併してはや３年、町内にはN P O

法人や法人格を持たない任意団体な

ど、様々な団体が地域づくりや地域の

活性化のため、多方面で活動している。

町財政の厳しさが叫ばれるなか、住民自

らが知恵を出し地域を支え活性化しよ

うとする活動を支援することは、町づく

りを考えたとき大変重要と考える。町は

その対応をどの様に考えているのか。

（町長）各団体の地域づくりに対し

て、町はこれを側面から支援する

ものと認識し、かつ、こうした

地域づくりの活動は何より重要

不可欠と認識している。これま

では、県事業に併せて「地域づ

くり活動支援事業」を設置し、

連携重視の活動を支援してきたが、今

後は国県の動向を見極めながら、活動

支援のため地域づくり団体の提案を支

援する制度を検討していきたいと考え

る。町の活力再生は活動団体に委ねる

部分も大きく、期待もしている。より

効果のあるものをと考えている。

住民と行政がともに歩み知恵

を出し合う協働のまちづくりは、活性化

はもとより郷土への愛着心も高まり、

将来子どもたちが誇りに思える魅力あ

る町の実現につ

ながる。町独特

の効果のある制

度を期待する。

共に歩むことに

意義を感じる。

要 望

答

問

尾 元 　 武 議 員

住
民
活
動
の
支
援
に
新
風
を
！　！　

県道沿いのパラペット（堤防）一斉

点検と、戸田地区の早期改善の努力を

求める。

（町長）戸田地区の街中が特にひど

い点については認識している。町内全般

の問題として県に強く要望していく。

年金問題が大きな社会問題になって

いるが、国の責任で解決する事が大前

提である。町民の不安をなくす立場か

ら町内での相談窓口の設置をすべき。

又年金台帳・領収書保管の状況は

いかに。

（町長）多くの問い合わせ

が町にきている。紙台帳での過

去の納付状況の確認、社会保険

庁への照会を行っている。窓口

開設は現在考えていない。社会保険庁

移管前の領収書や紙台帳は、医療保険

課に保管している。

大島病院の建設は多額の投資。建設

にあたっては必要性や病院の財政状況

を十二分に町民に説明し、理解を求め

る事が大事。その理由は、①国の医療

点数の引き下げ、②9 9ベッドなのに医

師看護師不足の中で現状は6 0ベッドし

か対応できない状況、③交付税減の状

況、起債の変更など状況が大きく変わ

っている。

（企業局）対応していく。

その他国の言いなりの政治が

進めば、基地騒音拡大と原発に狭まれ

た島になり、安全が脅かされる点につ

いてとり上げた。

意 見

答

問

答

問

答

問

広 田 清 晴 議 員

住
民
へ
の
説
明
は
？

病
院
建
設
！

期待されるボランティア活動
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社保庁への移行の時点では、町側に問

題はなかったか？　また年金の確認作

業は、社保庁だけの問題とせず、積極的に

取り組むべきと考えるが、町の考えは？

社保庁移行の時点では、事務に支障

をきたした事もなく問題は無かったと

考えている。町には、国民年金の紙台帳

の納付記録しかなく、厚生年金等の記録

の把握が出来ないので、社保庁に頼らざ

るを得ない。年金問題以降、電話や来庁

による相談が増えているが、台帳確

認や、社保事務所への照会を行い、

町民の不安解消に努めている。

通学補助金は、公平に補助

されているか？　小中学生に対

し通学補助金を出しているが明

確な基準がないように聞いている。距

離を基準に考えると、補助金を受けて

いない多くの対象者があるように思う

が、対応は？

規則に定めている居住地から通学す

る児童生徒を対象に定期券を購入し交

付している。公共交通機関が運行され

ていない地区への補助金は交付してい

ない。実際に規則は距離で決定してい

るわけではなく、合併前からの従前の

決定を尊重し継続している。今後は、

児童生徒の通学方

法について再度検

証を行い、スクー

ルバスの運行や補

助の方法も検討し

ていきたい。

答

問

答

問

小 田 貞 利 議 員

年
金
問
題
＝
町　
と　
し　
て　
の　
対　
応
！　！　

平成2 1年４月に町内の中学校が４

校に統合される。廃校になる日良居中学

校の跡地利用についてどうするのか。

（町長）日良居中学校は国道沿いに

面し、価値も相当高いものと思われる。

敷地面積は、グランドを含め１万

5 , 1 2 4 m2。校舎は昭和5 3年に建設され、

その後、平成８年に防衛施設庁の補助

を受け、防音工事を行なっている。防

音事業を実施した校舎の跡利用につい

ては、防音施設としての補助目的

が継続され、社会教育施設や、

福祉施設等の公共施設への転用

が義務付けられている。廃校と

なる４中学校の具体的な利用方

法については、これから検討す

ることになるが、地域づくり、地域の

活性化などを十分に考慮した上で検討

する。

農家の負担を軽減さすためにも農家

の共同施工を認めてほしい。

（町長）農家負担や事業費の低減を

図るため適切と認められる場合は、農

家の要望に基づき、事業実施主体にお

いて直営施工による方法を選択すれば

実施可能となる。

事業種別ごとの標準事業費の作成に

ついてはどうなっているのか。

（町長）事業実施主体は農協であり、

設計見積等に係る事務については、農

業者負担でないと考えているが、農協

と協議しながら、指導、助言していき

たい。

答

問

答

問

答

問

杉 山 藤 雄 議 員

ど
う
す
る
、

中
学
校
の
跡
地
利
用
！　！　

年金手帳



地場産物の地元消費について
①地産物を販売する施設整備が必要

②観光との両面で交流を図る

③学校や病院等、公共施設での地産物消費を拡大

する

④農漁業産物を同一会場で展示販売できる施設整備

⑤供給体制整備の充実

町内の公共交通について
①町民の足として大事な課題であるので、今後も

議会及び町民と入念な協議をする

②安全確保には十分配慮する

③利便の低下、負担増にならないよう努力を続ける
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委員長　尾 元 　 武
副委員長 魚 谷 洋 一
委　員　平 野 和 生

委　員　伊 藤 秀 行
委　員　木 村 　 潔
委　員　小 田 貞 利

なお、各図書館へは議事録を備えています。

周防大島町ホームページ http：//www.town.suo-oshima.lg.jp

工事請負契約３件を承認可決

工 事 名 及 び 場 所 入 札 執 行 日
入札
社数

落 札 契 約 会 社
入札金額
（円）

落札比率

H 1 9年度　仲町排水ポンプ室
移 設 工 事 （ 機 械 設 備 ）

1 9年６月６日 ８社
（株）荏原由倉ハイドロテック

中国支店
4 , 6 8 0万 8 3 . 8 5％

H 1 9年度　仲町排水ポンプ室
移設工事（土木・建築）

1 9年６月６日 1 7社 藤 川 建 設（株） 4 , 8 5 0万 9 3 . 2 3％

H 19 年 度 　 油 田 地 区
広 域 漁 港 整 備 工 事

1 9年５月3 0日 1 5社 ユ タ カ 工 業（株） 7 , 0 0 0万 9 0 . 8 8％

行 事 内 容 日　程 開催地 参加議員

●東 京 久 賀 倶 楽 部 １月2 1日 東京 平川敏郎

●関 西 橘 町 人 会 ２月４日 大阪 中本博明

●東 京 た ち ば な 会 ４月2 2日 東京 杉山藤雄

●東京大島ふるさと会 ５月1 9日 東京 尾元 武・木村 潔

以下は予定

●広島・周防大島町人会 ７月８日 広島 新山・伊藤・平村・

松井・尾元・久保・土手・小田・安本

●県町議会議員実務研修 ８月３日 山口市 全員

●柳井地区広域議員研修 ８月3 1日 柳井市 全員

平成1 7年第２回定例会で設置された本委員会は、交

通体系小委員会と、地産地消小委員会の２つに分かれ

て、「元気にこにこ安心で2 1世紀にはばたく先進の島」

の実現に向け、調査・研究をし、この度の定例会で報

告提言がなされた。

なお、この報告・提言に至るまで、交通体系小委員

会５回、地産地消小委員会８

回、委員会２回が招集された。

また、今定例会を持って本特

別委員会は解散した。

地産地消小委員会

交通体系小委員会

●上関原発「建 設 反 対 請 願 書」

提出者　上関町民の会（継続審議）

●上関原発「促進の陳情・要望書」

提出者　促進商工団体協議会（継続審議）

西ケ原住宅地の町への所有権移転登記手続請求。

今年はラニーニョ？
ペルー沖の海水温度が、今年は聞き慣

れない「ラニーニョ」現象らしい。フィリピン海域の気象状
況にもよるが、ラニーニョの年は猛暑の夏になる傾向だそう
だ。既に四国では取水制限も始まっている中、梅雨入り後の
雨も十分ではなく、稲作やみかん農家の方々はさぞかし天気
が気になるところでしょう。

さて、６月の定例会には、こんな資料も入っていて空梅雨
の心を潤して貰った。土居地区海浜清掃ボランティアのこと
は以前にもこの欄で紹介しましたが、特筆すべきは、牡蠣筏
のプラスチックパイプの有償出荷による子供会への寄付が、
７年間で4 0万円以上になっていることである。年平均６万円
は地元の子供会にとって大きな財源であり、子どもたちには
是非ともそのボランティア精神を受け継いで頂きたい。

一方、淡路・阪神大震災にまつわる展示を見てこられた民
生委員の方からも感想文を頂いた。全文掲載はできませんが、
次のような主旨でした。
「不幸な孤独死や負傷者の半数以上が6 0歳以上と聞き恐怖

を覚えた。…生き残るために防災グッズの準備が絶対必要であ
ると痛感した。…皆さん東南海地震に向けて本気で事前準備に
取り組んで下さい。…非常時にはやはり自分で自分を守らなけ
れ ば な ら な
い。」

議員も防災
担当地域を再
確認し、素早
い対処を目指
します。

専決処分　　日良居漁港浮桟橋設置工事　　鉄建建設（株）広島支店　　6 9万３千円の追加工事


